
　　

訴
え
ら
れ
た
上
板
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ら
く
え
ん
」

訴
え
ら
れ
た
の
は
上
板
町
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ら
く
え
ん
」

（
矢
西
正
人
代
表
者
）。
同
町
で

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
介

護
）事
業
所「
Ｎ
ｉ
ｙ
ａ
ｒ
ｙ
（
ニ

ヤ
リ
ィ
）」
を
運
営
し
て
い
る
。

　
「
ら
く
え
ん
」
を
訴
え
た
の
は

石
井
町
の
女
性
Ｏ
さ
ん
。
二
十
七

歳
。
幼
少
時
か
ら
自
閉
症
で
知
的

障
が
い
一
級
の
障
が
い
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
。
母
親
が
成
年
後
見

人
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｏ
さ
ん
は
国
府
支
援
学
校
高
等

部
を
卒
業
。
個
別
支
援
計
画
に
従

い
、「
ニ
ヤ
リ
ィ
」で
生
活
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
、
合
同
会
社
心
彩
が

運
営
す
る
「
こ
こ
え
」
で
行
動
援

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
。

頚
椎
損
傷
で
後
遺
症
残
っ
た

原
告
、「
ら
く
え
ん
」
の
安
全

配
慮
義
務
違
反
を
指
摘

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
、

Ｏ
さ
ん
に
異
変
が
生
じ
た
。

夕
方
、
母
親
が
送
迎
車
で
送
ら
れ

て
き
た
Ｏ
さ
ん
の
顔
が
青
ざ
め
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
石
井
町
の

遠
藤
整
形
外
科
に
運
ん
だ
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
頚
椎
の
四
番
と

五
番
が
後
ろ
側
に
ず
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
命
に
係
わ
る
状

態
だ
っ
た
。
徳
大
病
院
に
救
急
車

で
運
ば
れ
、
緊
急
手
術
を
受
け
た
。

　

手
術
は
成
功
。
寝
た
き
り
に
な

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
が
、
右
半

身
に
障
害
が
残
っ
た
。
Ｏ
さ
ん
は

箸
が
持
て
な
い
な
ど
右
手
が
使
え

な
い
こ
と
に
苛
立
ち
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
な
ど
不
穏
行
動
が
増
え
た
。

　

Ｏ
さ
ん
と
成
年
後
見
人
の
母
親

は
頚
椎
損
傷
の
原
因
と
し
て
、「
ら

く
え
ん
」
ス
タ
ッ
フ
の
制
止
行
為

を
指
摘
。「
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て

行
か
ず
、
放
置
し
た
」
と
「
ら
く

え
ん
」
の
対
応
を
問
題
視
し
た
。

　
「
障
害
は
頚
椎
に
常
識
で
は
考
え

ら
れ
な
い
程
の
強
い
衝
撃
が
か
か
っ

た
こ
と
で
発
生
し
た
。
担
当
者
が
原

告
（
Ｏ
さ
ん
）
の
行
動
を
制
止
し
よ

う
と
首
を
引
っ
張
る
な
ど
の
大
き
な

圧
力
を
か
け
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

事
故
は
午
後
三
時
二
十
分
頃
発

生
し
た
が
、
被
告
（
ら
く
え
ん
）

は
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
い
か

ず
、母
親
に『
迎
え
に
来
て
』と
メ
ー

ル
し
た
だ
け
。
二
時
間
以
上
放
置

し
た
。
安
全
配
慮
義
務
違
反
は
明

ら
か
だ
」（
訴
状
の
要
約
）。

　
「
ら
く
え
ん
」
の
法
的
責
任
を

追
及
す
る
Ｏ
さ
ん
は
、「
ら
く
え

ん
」
に
対
し
、
慰
謝
料
や
逸
失

利
益
、
将
来
的
な
介
護
費
用
な

ど
約
八
千
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
て
提
訴
し
た
。
代
理
人
は

藤
澤
和
裕
弁
護
士
だ
。

「
危
険
な
行
為
を
制
止
し
、

身
体
を
押
さ
え
て
保
護
し

た
」、反
論
す
る
「
ら
く
え
ん
」

約
八
千
万
円
の
損
害
賠
償

を
求
め
ら
れ
た
「
ら
く
え

ん
」
は
、「
ス
タ
ッ
フ
に
業
務
執

行
に
関
す
る
過
失
は
な
い
」
と

反
論
。
訴
え
の
棄
却
を
求
め
た
。

代
理
人
は
山
本
啓
司
弁
護
士
だ
。

　

答
弁
書
に
よ
る
と
、
事
故
発

生
は
午
後
三
時
七
分
ご
ろ
。
Ｏ

さ
ん
が
情
緒
不
安
定
で
パ
ニ
ッ

ク
を
起
こ
し
、
自
分
の
体
を
叩

き
始
め
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
Ｏ
さ

ん
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
あ
る
部

屋
に
移
動
さ
せ
た
。

　

Ｏ
さ
ん
は
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
ず

り
落
ち
る
よ
う
に
し
て
床
に
座

り
、
反
り
返
る
よ
う
に
後
頭
部

を
ソ
フ
ァ
ー
に
打
ち
付
け
始
め

た
。ス
タ
ッ
フ
が
制
止
す
る
と
、

さ
ら
に
興
奮
し
て
そ
の
行
為
を

激
し
く
繰
り
返
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
行
為
を
危
険
と

感
じ
、
制
止
す
る
た
め
Ｏ
さ
ん

の
正
面
に
回
っ
て
首
の
後
ろ
に

手
を
回
し
抱
き
抱
え
る
よ
う
に

し
た
。
そ
れ
で
も
Ｏ
さ
ん
は
反

り
返
ろ
う
と
し
た
た
め
、
制
止

を
続
け
保
護
し
よ
う
と
し
た
。

　

午
後
三
時
十
八
分
、
Ｏ
さ
ん
自
身

が
「
も
う
い
け
る
よ
」
と
言
い
、
興

奮
状
態
が
治
ま
っ
た
様
子
だ
っ
た
の

で
、
ス
タ
ッ
フ
も
制
止
を
や
め
て
体

を
離
し
た
。
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
し

た
が
、
異
常
は
な
か
っ
た
。

　

三
時
五
十
分
、送
迎
車
で
移
動
中
、

Ｏ
さ
ん
が
興
奮
し
て
席
を
蹴
る
な
ど

し
て
暴
れ
た
。
四
時
二
十
分
、
引

き
渡
し
場
所
に
つ
い
た
が
、
両
腕

に
脱
力
感
が
あ
っ
た
。
母
親
に
電

話
が
つ
な
が
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
は
電

話
、
メ
ー
ル
を
繰
り
返
し
た
。

　

Ｏ
さ
ん
の
異
常
に
気
付
き
、
母
親

に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
試
み

た
ス
タ
ッ
フ
だ
が
、
母
親
か
ら
電

話
が
入
っ
た
の
が
五
時
半
。
ス

タ
ッ
フ
は
母
親
と
合
流
。
六
時
十

分
、
遠
藤
整
形
外
科
に
移
動
し
た
。

　

Ｏ
さ
ん
の
訴
え
に
対
し
、「
ら

く
え
ん
」
は
「
ス
タ
ッ
フ
の
Ｏ

さ
ん
へ
の
対
応
は
必
要
か
つ
や

む
を
得
な
い
も
の
だ
っ
た
」「
安

全
配
慮
義
務
違
反
を
評
価
さ
れ

る
余
地
は
な
い
」
と
反
論
す
る
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が
何
ら
か

の
形
で
原
告
の
頚
部
に
生
じ
た
負

傷
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
対
応
自
体
は
債
務
不
履
行

あ
る
い
は
安
全
配
慮
義
務
違
反
と

評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

危
険
な
行
為
を
繰
り
返
す
原
告

を
制
止
す
る
た
め
、
身
体
を
押
さ

え
て
保
護
し
よ
う
と
し
た
も
の
。

原
告
が
主
張
す
る
被
告
責
任
と
損

害
発
生
の
間
に
因
果
関
係
は
な

い
」（
被
告
答
弁
書
の
要
約
）。

　

自
傷
行
為
を
繰
り
返
す
知
的

障
が
い
者
と
制
止
す
る
施
設
ス

タ
ッ
フ
。
頚
椎
損
傷
と
後
遺
症

を
巡
り
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る

両
者
の
法
廷
ト
ラ
ブ
ル
を
徳
島

地
裁
は
ど
の
よ
う
に
裁
く
の
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
知
的
障
が
い
者
か
ら
約
八
千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ

た
。
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
自
傷
行
為
に
走
っ
た
知
的
障
害
者
。
体
を
押
さ
え
て
制

し
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
タ
ッ
フ
。
知
的
障
が
い
者
は
病
院
に
運
ば
れ
、
頚
椎
損

傷
で
緊
急
手
術
。
後
遺
症
が
残
っ
た
。
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
指
摘
す
る
知
的

障
が
い
者
と
、「
保
護
し
た
。
過
失
は
な
い
」
と
反
論
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
は

た
し
て
徳
島
地
裁
は
ど
ん
な
判
断
を
示
す
の
か
。
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　　秘
書
広
報
課

阿
南
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い

「
八
千
万
円
払
え
」

知的障がい者が提訴

「頚椎損傷で後遺症が残った」

            反
論する

ＮＰＯ法人「らくえん」「過失はない」

昭和31年 2月 27日　　　第三種郵便物認可 トリビューンしこく 第 1623 号 令和 8年 2月 25日（水曜日）

労
基
署
が
立
入
調
査
す
る
な
ど
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
徳
島
商
工
会
議
所
。
昨
年
十
一
月
に
就
任
し
た
川
島
会
頭
が
三
月
三
日
、
体
調
不
良
を
理
由
に
退
任
。
県
Ｏ
Ｂ
の
上
田
専
務
も
三
月
末
で
退
任
予
定
。
大
島
副
会
頭
が
会
頭
職
務
を
代
行
す
る
が
、
水
面
下
で
新
会
頭
選
び
が
進
行
中
。

知
事
選
で
打
ち
上
げ
た
タ
イ

－

徳
島
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
）
就
航
を
と
ん
と
口
に
し
な
く
な
っ
た
後
藤
田
知
事
。
十
年
前
に
三
円
だ
っ
た
一
バ
ー
ツ
は
現
在
五
円
。
バ
ー
ツ
高
で
県
民
の
タ
イ
観
光
メ
リ
ッ
ト
は
急
減
。
経
営
厳
し
い
県
内
中
小
企
業
の
大
半
は
タ
イ
進
出
の
余
力
な
し
。

　

今
回
は
女
性
ジ
ャ
ズ

ボ
ー
カ
ル
の
辛
島
す
み
子

さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
。
巧
み
な
歌
唱
力
で
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
中
心
に

ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
柔
軟

に
歌
い
こ
な
す
懐
の
広
い

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
だ
。

　

神
戸
製
鋼
で
音
楽
部
に

所
属
し
、
ジ
ャ
ズ
に
魅
了

さ
れ
、
音
楽
活
動
を
始
め

た
。
一
九
八
三
年
に
ジ
ャ

ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
。

国
内
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
共
演
。

キ
ャ
リ
ア
を

重
ね
た
。

　

現
在
は
関

西
を
中
心
に

ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
や
ホ
テ
ル

で
ラ
イ
ブ

活
動
を
展
開

中
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル

で
華
や
か
な
ジ
ャ
ズ
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
る
。
熱
烈
な
フ
ァ
ン

も
多
い
。

　

当
日
は
神
戸
の
ジ
ャ
ズ

ス
ポ
ッ
ト
「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

で
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
。
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え

た
洒
脱
な
ト
ー
ク
と
情
感

溢
れ
る
ボ
ー
カ
ル
で
観
客

を
楽
し
ま
せ
た
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
は
日
本
の

ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
・
神
戸
の

老
舗
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
。
数
々

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
出
演
。
神

戸
ジ
ャ
ズ
の
灯
を
守
っ
て
い

る
。
豊
富
な
フ
ー
ド
や
ド
リ

ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
も
好
評
だ
。

　

辛
島
さ
ん
は
ジ
ャ
ズ

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
他
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
顔

も
持
つ
。
セ
レ
モ
ニ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
の
司

会
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
こ
な
す
。

　

神
戸
の
秋
の
風
物
詩
・
神
戸
ジ
ャ

ズ

ス

ト

リ
ー
ト
で

は
、
司
会

＆
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
。

ジ
ャ
ズ
の

楽
し
さ
を

伝
え
て
い

る
。歌
っ
て
、

し
ゃ
べ
れ
る

小
粋
な
エ

ン
タ
ー
テ
ィ

ナ
ー
だ
。

▲会場の「ＳＯＮＥ」は、１９６９年創業のラ
イブハウス。数々のジャズプレイヤーが出演。
神戸ジャズの伝統を守ってきた。ジャズの醍醐
味と本格的な料理が堪能できる。


